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神奈川県大船附近天然ガス調査報告

品田、芳二郎＊

Report　on　Natural　Gas　in　t五e　Ofuna

　DistrictジKanagawa　Prefecture

　　　by

Yoshijir6Shinada

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　The　stratigraphic　s6quence　of　the　area　about20km2from　the　southem　part　of　Yokohama

cityt・then・rthempart・fKamakuracityisgive4asf・11・ws：

Age

Quatemary

Tertiary
（Pliocεne）

Stratigraphic　sequence

　　Sagami　group
（allUViUm＆dilUViUm）’

Kazusa　group
（400m十）

alluvium

Kant610am

By6bugaura　fbrmatio血

Taya　formation

Naganuma　formatlon

Nakazato　formation

Ofuna　formation

Nolimαformation

Main　rock野acies

san（i，gravel＆　clay

secondaryloam

primaryloam，

mud＆san（i

san（1　＆、gravel

mud＆血uddy　sand
orsandymud

massive　silt

massive　silt

tuffaceous　silt

　　　There　are　key　beds　of14traceable　pyroclastic　layers．

　　　The　gざneral　strike　of　thesεform参tions　is　nearly　EW　and　dip2～25degreel　to　the　no丘瓦

　　　In　genera1，every　formation　changes　in　thickness　and　rock　facies　with　gradual　facies　change

in　the　formαtion　boun（1ary。

　　　Frofn　the　little　methane　gas　bubbles　issued　from　more．than　ten　shallow　artisi＆n　wells　in

thisare鶴thel・wp・te夏tiality・fgasreservef・r噸sesha11・wbeds血ayもec・nsidere己butit
is　not　unreasonable　to　presume　the　development　of　payable　gas　reservoirs・in　the　deeper　horizons

free　from　invasion　water，if　there　are　any。

1．序　　言

　本調査報文は，昭和26年度の天然ガスを目的とするp

東京都受託調査および昭和27年度の同じぐ天然ガスを

目的とする横浜市受託調査の結果を編集し，さらに筆者

の得たその前後の研究踏査資料を加味して総合したもの

の概要である。

　地域は横浜市戸塚区南部がら鎌倉市北部にわたり，，東

海道本線沿線の面積20km2の部分であつて，同時に行

なわれた横浜市・川崎市の多くの班の地質調査の一環を

＊　元所員

なすものである。

　当地域には後述する通り，鮮新統の上総層群が典型的

に露出し，関東平野の南西部での層序の判定資料として

重要な位置を占める。したがつて調査は当地域内におい

てガろ鉱床を探るととに律うとし。層序を明らかにし，

南関東産ガス地帯の主産油層位の地表での観察を主眼と

し，他地域での基礎資料を得ることを主目、的とした。

　また第四系の相模層群にりいては，ガス鉱床を期待す

ることは困難と考えたので，概略の性格を求めるにと黛

めた。　　　　　I　　　　　　　　F’

　この調査結果は一部が公表されただけに止まつていた

！　・
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が，近時各方面から公表を求める声が大であるため，こ

こに記すものである。

　　　　　　　　　　　　　（伊田一善記）

2．、地質の概要

本地域砕分布する地層は大別して・上位の相模層群と

下位の上総層群の2層群となる。

　上総層群は，下位から晦島層兜大船層・小柴層・中里層

が整合的に重畳し，それぞれの岩相は，凝灰岩ないし泥

り認められる。これらのことから，上総層群を形成する

諸累層は，本地域にお“てはまつたく一連の堆積物から

なることが読みとれる。

　相模層群はジ下位の上総層群を斜交不整合に覆う。す

なわち，調査地域東部においては中里層上部に，西部に1

おいては大船層下部に直接接しており，地層の傾斜も境’

界附近において上総層群が2’一7度を示すのに較べ，ほ

とんど1度以下の著しく緩い傾斜を示している。本地

域に分布する相模層群は下位から長沼層・田谷層・屏風　　　，
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岩（または砂質泥岩）互層？泥岩・泥質砂岩・泥岩で代表

される。しかL諸累層の関係は中間的岩相を経て漸移す

るもので，露頭においてた∬ちにそめ境を引くことは困

難な場合が多い。また，例えば大船層が泥岩により代黍

される岩相を示すどはいえ，その下部には野島層の代表

的岩相である凝灰岩～砂質泥岩の互層の部分を挾み，上

部には中里層の下部にみられる砂質泥岩を挟んだりす

る。さらに地層中に挾まる多数の火砕岩層のうち，追跡

した13層の火砕鍵層により走向方向の岩相変化をみる

と，同時面が上記した累層に斜交していることがはつき

ケ浦層・関東赤土層・沖積層に分けられる。長沼層は，

泥・泥質砂，または砂質泥か、らなり，下位の上総層群と

は砂礫層を基底にもつて接する場合もあるが，ほとんど

が砂礫層を伴なわずに上記岩相が直接接する。地域西部

の田谷附近においては，長沼層の上部の泥質岩が次第に

粗粒となり，砂礫を挾みつつ厚い砂礫層に移化する。こ

の砂礫層を田谷層という。田谷層は，田谷附近に最も厚

く発達し，最大層厚30mを算するが，西および東方に

急激に厚さを減じ，貝殻坂附近では，僅か1mばかりそ

の残存らしき礫混りの砂となるご本層は，大きくみて上
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位の屏風ケ浦層と下位の長沼層に挾まれるレソズ状砂礫

層と考えられる。1屏風ケ浦層は泥・砂層からなり，鍵層

となる火砕岩層を挾む。とれら3つの地層の関係につい

ては，大塚彌之助1）が屏風ケ浦層と田谷層を不整合としー

たが，少なくとも本地域においては，不整合とする積極

的な事実はみあたらない。

関東赤土層は，一次的“戸一ム’㌧と二次的“ぴ一

ム”とに分けられ，一次的“唱一ム”は下位の地層

を不整合に覆つて分布しており，．，さらに二次的“ロ［

ム”は，一次的“官一ム”を不整合に覆い，狛川沿

岸およびこれに沿つた平地部に小台地を作り，多くは厚

さ数10cmの砂礫層をその基底にもつ。

沖積層は低地を埋め，坑井資料によれば，層厚最大

15血で砂・泥または埋木層からなつている。

3．上総暦群の地暦各説

3．1野島暦
野島層は，本地域にみられる最下部の地層で最南部に

分布する。この調査では本層の最上部だけしか観察でぎ

ないため∫野島層の中～下部については述べない。

本層は犬豆大またはそれ以下の径の軽石と，火山岩津

からなる凝灰岩層と，これらの凝灰物質を多数に散りば

めた粗粒シルト岩または砂質泥岩との互層で，一般に凝・

灰岩が厚さ5～30cmであるのに対し，シルト岩の厚さ

は20～100cmの小輪廻を示す。凝灰岩はとぎに硬く凝

結しているため，露頭面では層理に従い凸凹面を現わす

特徴あ為岩相を示すG一上位の大船層との境は前記擬灰質

層およびシルト岩中の凝灰物質の含みを徐々に減少して

大船層のシルト岩に移化する関係をもつてし｛る。

‘3．2　大舟旨層

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1

　大船層は地域中央部を東西に広く分布し，、シルト岩に

より代表される岩相で，標式的には東海道本線木船駅西

方にある観音像の立つ山の東の崖にみられる。

　本層は，岩相上，上下の2つに区分され，，上部は，

青灰色塊状シルト岩，下部は，同じシルト岩に凝灰岩のL

薄層を挾み，シルト岩も凝灰質となり・ときに粒度を粗、

くし砂質となる。下部の岩相は東方に向かつて上部の岩一

相との互層状となり，，また野島層の代表的岩相であ駆疑

灰岩と砂質泥岩との互層を挾むため，束の端である上野・

附近ではこれを6つの岩相に細分することができる。こ．

のように東方に泥質部を多く挾み，厚さも増すこ≧は，

西方での同層下部が厚さを増すとともに，下位の野島暦

の岩相が東方に向かい泥質化する結果である。このこと
馬
は
鍵 層として用いた多数の火砕岩層の追跡により確かめ

るζとがでぎる。ことに大船層最下部に出現する「上野

第1～第3凝灰岩層」を東方から西方へ追跡すると，下

部層から順次野島層にはいる・大船層の層厚は東部で一

205m，西部では．130mと西方に向かい層厚を減少する。、

これらのことから，大船層下部と野島層最上部において

は西方に泥岩をより多く沈積する堆積環境にあつたこと

を示す。

　3．3◎小柴属

　小柴層はほとんどが狛川以北に，一部は南部の山地を’

かすめて分布する。

　本層は細粒の軽石粒乳火山津を含む凝灰質の泥質細粒

砂岩で代表されるが，－中部には，偽層理の発達する細粒

砂岩層をレソズ状に挾み，下限近くは野島層に酷似する

泥岩と凝灰岩との互層部分をもづ。また本層は，上・下

限が泥質となり上・下位層に移化する。

　火砕鍵層を追跡した結果によれば，東部ほど上位の層

表

Loc．No

1
2註1）

3

深
、
度

（m）

364？

164

50士

坑径
（in）

2
2112

2

水量
（m3／d）

2．5

8

2

ガス量
（m3／d）

0．1

3

O．05

水、温

（OC）．

臼17．0

18．5

？

ガ スF　成　　分
CO2

0．9

O．1

0．4

02

0．4

0．2

0．2

CH4

79．4

77．6F

72．1

N2

註1）　所有者：横濱市戸塚区笠間町1084　伊藤藤吉

19．3、

22．1

27．3

Nα2号井の水質分析

pH

8．3

・RpH
（mg／」）

8．4

HCO3『

（mg／」）

803

freeCO2

（mg／」）

11

C1一

（mg／」）

55

NH4＋
（mg／」）

3

dis．02

（mg／」），

tr。

Ca2＋

（mg〃）

9．84

Mg2＋

（mgノ」）

0。11

全硬度

（mg／」）

4。07

Mn

0

SO42一

tr．

KMnO4cons．

（mg／～）

240
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二準まで小柴層の岩相が続くことがわかる。すなわち地

域の東端では「大橋凝灰岩層」が小柴層の最上部に挾まる

のに対し，地域中央部の東海道沿線ではその下位にある

1「和田凝灰岩層」が中里層最下部に挾まる。これより計算

すれば，走向方向約4kmで約20mの厚さの岩相が同

』時面と斜交することとなる。

　3．4中里層
　中里層は，本地域に分布する上総層群の最上部層で，

上部は，相模層群に不整合に覆われるためみるこ孝がで

一きない。本層は，青灰色塊状のシルト岩を主体とする

が，上部に細粒～微粒砂岩との互層部を10m余り挾

むb青灰色塊状シルト岩の厚さは，東に向かい著しく厚

さを減じ，西部において本層上部に挾まる「東谷ピシク

ゴマ」に，東の端では小柴層との漸移層に存在する。

　　　　　　　4．地質構造．

　本地域は，地域北方にある富岡向斜軸の南翼にあた

　り，地層は大きくみて東西に走、り，緩く北方に傾斜して

・りいる。しかし富岡向斜に影響され，西部では，走向は西北・

西または北西に向を変え，その変曲点は，上位層ほど東

方による傾向があ鶴また傾斜ほヂ2～25度を示し，一

般に東方および下位層ほど傾斜を増し，ことに走向の変

・1曲点以西では著しく緩い傾斜となり，とぎには水平に近、

　くなる特徴がある0

　　　　　　　5。総　　括一

本地域には，天然ガスを伴なう掘抜井戸が10数坑あ

り，そのなかの1坑は，家庭用にガスを利用し，他は水

めみかんがい用に利用している。こ払らの坑井は，地域

　　　　　　　　　　　窯L的に3つに分けることがでぎる。

　（1）横浜市戸塚区田谷部落の東方

　（2）大船駅附近

　（3！鎌倉市上町屋部落の東方　、

1
各 地域の代表的な天然ガスの組成と坑井状況，大船駅

附近のガス附随水の性質を挙げれば，第1表のようであ

る。こ池らはその坑井位置における層位と掘止深度がら

して，野島層上部に達していることは確実で，そのガス層

は前2坑ぱおそらく野島層上部の凝灰質砂岩，または大

船層下部の凝灰岩層からなると考えられるが，Nα3附

近は，．埋木を含む泥層の発達する沖積層からのガズの可

・能性がある。しかしいずれにしても上記の分布結果から

いえることは，本地域においては浅層に関する限り稼行

価値ほぎわめて低く，Cヒ量からしてある程度睦水が置

変わつた地域であることがわかる。しかしこれらガス徴

の存在は，もともと大船層および野島層が天然方スを大

量に包蔵していたであろうことを示すし，他の地域にお

いて陸水の影響の比較的少なく，かつこれらの岩相の発

達する所では天然ガスの開発が可能であることも考え

られる。

　　　　　　　　　（昭和26年，27年調査）、
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